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元NHK解説委員・
坂田二郎関係資料②
～ 1960 年代のテレビ解説番組～

メディア研究部  島田匠子

テレビとニュース解説
1953年にNHKでテレビの本放送が始まる

と，ラジオに加えて，新たにテレビでもニュー
スの放送が始まった。同時に，時事問題を専
門的な見地からわかりやすく伝えるニュース解
説でも視覚的な要素が重要になり，図表や写
真などを使ってわかりやすく解説することが求
められるようになった。

前回の2022年11月号では，1954年から約
30年にわたり，NHKの解説委員を務めた坂田
二郎氏が残した資料から，主にラジオの解説
番組の原稿を紹介した。今回は，テレビの普及
が急速に進んだ1960年代のテレビの解説番組
に関連する資料を紹介し，ラジオ時代のニュー
ス解説の原稿とはどのような点が異なるかを確
認することにしたい。

テレビ解説番組の原稿
坂田氏は，『ニュース解説』など，多くのラジ

オの解説番組を担当したことは前回で紹介した
が，『午後の解説』（1963 ～1966年，総合テレ
ビ・午後1時台または2時台に放送），『ニュー
スの焦点』（1954 ～1972年，総合テレビ・午
後9時台に放送）といったテレビの解説番組も
広く担当した。いずれも解説委員が1人でカメラ
に向かって話す形式である。

次の写真は1964年5月13日に放送された
『午後の解説』の原稿である。『午後の解説』
はそれまで総合テレビで放送されていた『婦人

の時間』の解説コーナーが独立したもので，こ
のときは午後2時のニュースのあとに10分間放
送された。

 

解説の内容は坂田氏が専門とするソ連関係の
もので，原稿はマス目のない無地の用紙に書か
れている。そこにはラジオの原稿にあった「皆
さん　今晩は」といった冒頭のあいさつ文はな
く，解説内容がすぐに始まる。文体も「ですま
す」体ではなく，体言止めの箇所も多い。

ソ連のミコヤン第一副首相が，ソ連最高会

議議員団をひきつれ，いよいよあす午前十一

時羽田着の特別機で来日する。

これは日ソ両国の国会議員が交換訪問しよ

うというかねての話がまとまったもの。日本

の衆参両院議長の招待によるもの。

外国の国会議員の日本訪問は最近では格別

珍らしいことではないが，こんどのソビエト

議員団の場合，内外の重大関心を集めてい

るのは，その団長としてフルシチョフに次ぐ

実力者とみられるミコヤン第一副首相が任命

されたからにほかならない。

ラジオの解説原稿は話し言葉で書かれ，原
稿用紙の枚数によって放送時間も計算できるよ

『午後の解説』1964 年 5 月13 日の放送原稿
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うになっていたが，テレビ用の原稿では，そう
したスタイルは見られず，簡潔に内容がまとめら
れているのが特徴である。

演出について書き込まれた原稿
ほかの番組でも，同様のスタイルで原稿が作

成されている。下の写真は1964年6月15日放
送の『ニュースの焦点』の原稿である。『ニュー
スの焦点』は，『ニュース解説』『時事解説』な
どの流れをくむニュース解説番組で，ニュース
の背景を，より深く分析し解説する15分間の
番組だった。

 　

 
この原稿には，東西関係が緊張していたさな

か，ソ連のフルシチョフ首相が，各国との関係
改善を図るため，活発な外交を展開し，5月に
アラブ連合共和国（当時）を訪問したのち，6月
には初めて北欧三国を訪問した際の内容が書
かれている。

前出の原稿と同じく，解説内容のポイントが
まとめて書かれている。また，繰り返しフルシ
チョフ首相を指し示す部分などは「フ首相，北
欧の旅へ」や「フル　席温まる間もなく北欧へ」
といった具合に省略して書かれ，そのまま読み
上げればよいラジオの原稿のスタイルとは大きく
異なっている。

そして，特に目を引くのは，キーワードとなる
言葉のそばに，赤字で「Photo」「地図」「テロッ
プ」と書き込まれていることである。テレビの
特性を生かし，「見てわかる」写真やイラストを
差し込み，補助的に活用することで，限られた
時間内で，より多くの情報を語り進めることが
できたと思われる。原稿の余白の部分には「70
才とは思えぬ」との書き込みもあり，訪問した
国でのフルシチョフ首相の写真を出すことで，
アドリブ的にその様子を伝えようとしていたの
ではないかと考えられる。

こうした原稿のスタイルを坂田氏以外の解説
委員が採用していたかどうかは判然としない
が，テレビでニュース解説がわかりやすく伝わ
るよう，放送現場でさまざまな試行錯誤がなさ
れていたことが資料からはうかがえる。

おわりに
2回にわたって紹介したラジオとテレビの

ニュース解説番組の原稿からは，常に「わか
りやすさ」の観点に立ち，ニュースのポイント
を伝えるための手法を模索していたことがわ
かる。当時の音声・映像が残っていないため，
実際に行われていた放送は確認できないが，
残された原稿からは，どのように解説番組が
放送され，発達してきたかをうかがうことがで
きる。ニュース解説の歴史を検証するうえで貴
重な資料と言える。　　　     （しまだ しょうこ）

『ニュースの焦点』1964 年 6 月15 日の放送原稿


